
転倒災害防止の見える化（足元の確認）

【概要】
転倒災害を防止する為に全員で1m未満の凹凸がある場所に対してＫＹを実施す

る。当該ＫＹにマル転を記入し、具体的な対策を実行するキャンペーン活動を展開
している。

足元段差デコボコで躓き転倒する
⇒足元をよく見て慌てず運搬する 転

施工者のＫＹコメント

活動内容：
１）作業前に全員で現場を確認し、1m未満の凹凸が

ある場所に対しての具体的な対策をKYに記入
して下さい。

２）転落・転倒防止についてのKY箇所には、 転 と
記入して下さい。

３）監督者は、具体的な対策がKYに反映されて
いるかを確認して下さい。

緊急車両電話番号：０４３－２６２－２２４４ 到着場所指定番号・名称：    ＪＦＥプラントエンジ㈱ 改ー５

□ 挟まれる □ 落ちる □ 感電する □ 有害物にやられる □ 動く □ 落ちる □ 倒れる □ 漏れる

□ 巻込まれる □ 転ぶ □ ｶﾞｽ中毒になる □ 放射線にさらされる □ 回る □ 抜ける □ 崩れる □ 高温になる（低温になる）

□ 当たる □ やけどする □ 酸欠になる □ 切創する □ 飛ぶ □ 燃える □ 爆発する □ 濃くなる（薄くなる）

段取

1 ○○△△××--○○△△×× 1 ○○△△××--○○△△××--○○△△ 1 ○○△△××--○○△△××--○○△△

↓

本

作

業

↓

片付

再

KY

     踏抜き墜落災害の防止　（緊急要請事項） 施工要領書・条件設定書・ＱＡシート

□ 火気使用許可証作成と内容の周知 □ 照明の準備と配置 火気使用許可証・ＫＹ内容　確認

□ 高所作業車作業計画書作成と周知 □ 使用する道工具の種類と準備

□ 荷役系車両作業計画書作成と周知 □ 高熱物の有無と防護措置

□ 着工前現地説明記録票確認と周知 □ 薬液の種類と保護具着装 条件設定含む全ての安全対策実施後に

□ 条件設定書内容確認と周知 □ CO事前打合せおよび濃度測定 作業範囲と条件設定範囲を作業者へ周知済

□ 隣接稼動設備の表示またはｽﾄｯﾊﾟｰ取付 □ 酸欠・硫化水素事前打合せおよび濃度測定 作業指揮者ｻｲﾝ　〔　　　　　　　　　〕

□ 作業責任者への会議内容確認と周知 □ 有機溶剤事前打合せおよび濃度測定

□ 工事要求書内容の把握と周知 □ 放射線管理区域と線量計着装

□ 開口部位置とその養生 □ 充電部の位置と防護措置

□ 昇降設備の準備と配置 □ 温度・湿度測定と作業時間・休憩時間設定

□ 玉掛け作業有無と手鉤・ﾛｰﾌﾟの準備 作業時間　　　　分　　休憩時間　　　　分

□ 落下物、飛来物の有無とその養生 作業時間　　　　分　　休憩時間　　　　分

指揮者 監督者

作業指揮者

　　年     月     日 

安全工事体感訓練

チェ ック記入例

該当無し　　－

実施した場合　　○

実施しない場合　　×

作業者
〔現説記録とKYMの内容確認の

署名を兼ねる〕

元請管理者 元請担当者

管理監督者のコメント

ＫＹシート兼報告書
実施日

作業前ﾁｪｯｸ項目

考えられる危険担当 具体的対策

ＪＦＥ-PE監督者作業責任者 協力会社監督者作業責任者

元請所属長

連絡先℡.

人はどうなる

作　　業　　手　　順

物はどうなる

作業名

２次担当者所　属 ２次管理者

別紙にて管理

「具体的対策」欄に
転 を記入

○

施工者のＫＹコメント

転 足元をよく見て慌てず運搬する 足元確保


